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（論文内容の要旨） 

 

本論文では、カール・レーヴェ（1796-1869）のバラードにおけるモティーフを明らかにすることを試

みた。また言説などを通してレーヴェ本人が行っていた演奏スタイルを追求した。このことによって、レ

ーヴェがいかにしてモティーフで物語を「語る」ことを実現させていたのかを明らかにし、さらには、そ

のモティーフをしっかり理解したうえで初めて成り立つレーヴェのバラード演奏の提言をすることが本

論文の狙いである。 

第１章では、バラードの起源と変遷、そしてドイツにおけるバラードの発展を述べた。またレーヴェの

500頁に渡る自叙伝を精査し、生い立ちからバラードに興味を示し、作曲に至った経緯、自作のバラード

を世に広めたいという想いから、その生涯にヨーロッパへの演奏旅行を繰り返した彼の行動から見えて

くるバラードへの影響を探った。レーヴェはレーベユーンという炭鉱の町で育ち、炭鉱労働者の独特な生

き方を間近に見て育った。また姉や母からバラード詩の読み聞かせをしてもらっていた。このような出来

事が、彼の想像力を刺激し、「遊びある、ユーモア性のあるモティーフ」に繋がっていることが明らかに

なった。また彼は、ナポレオンに傾倒し、ドイツ国王とその王朝に対して高貴な愛国的思想と、愛、忠誠

を生涯持ち続けた作曲家であった。彼の中核となす作品とは、皇帝バラードやホーエンツォレルン家を題

材にしたバラードであることも明らかになった。そして演奏旅行で常に行っていた即興演奏は、レーヴェ

のバラード作曲の根本となる姿勢に繋がっている事も明らかとなった。 

第２章では、《伝説 Legend》を含むバラード164曲すべてを精査し、そこにみられるモティーフの特徴

を「馬」、「鐘、鈴」、「妖精、ナイチンゲール」、「楽器」、「水、波」、「登場人物」、「効果音」の７種類に分

け、分析を行った。そしてこのモティーフを助ける役割を果たしているモティーフ以外の特徴を、「転調」、

「和音」、「レチタティーヴォ」の３つに分け分析した。レーヴェはテキストに忠実にそれを己のユーモア

性を持って、モティーフを使用し、まさに「客観的」な姿勢で作曲していたことが明らかになった。  

第３章では、《カール皇帝五世》Op.99のモティーフ分析から、音楽的要素及びモティーフの現出箇所を

探り分析した。特徴的なモティーフに比べ、ツィクルスにおけるモティーフの扱い方が複雑化しているこ

とが明確になり、５つの相違点を提示することが出来た。1. ツィクルスの４曲を通して同じモティーフ



    

 

が幾度となく使用されている。2. モティーフがその場の状況だけを示すのではなく、過去や未来の事を

思い起こさせるために用いられている。3. モティーフが示す人物の心情変化を音程変化によって描写し

ている。4. 演奏者（語り）の見ている視点、また歌詞の内容からモティーフの解釈が変化してくる。 5. 

モティーフの断片が再び登場することで、語っている内容と違う事を描写している。 

第４章においては、第３章で述べたモティーフが、どのようにして語っていくべきなのか、レーヴェが

述べているバラード歌唱にとっての重要な音楽的要素４項目はいかにして実現出来るのかを具体的に提

案した。またその際、４項目を３つのグループに分け考察した。①では、速度用語、曲想用語から導かれ

る基本的なテンポ感、また拍取りについて述べ、②では、フレーズ（モティーフ）内での言葉の処理（発

音のルール）、また形容詞などの細かい表情の付け方を提案した。また旋律の区切りを探した。③では、

①と②での要素を踏まえ、バラード歌唱表現についてレーヴェが述べている、「歌うように話、話すよう

に歌う事」、「客観的に描き出す」、「登場人物を蘇らせる」を中心に、バラードにおける「語り方」を分析

した。「歌うように話、話すように歌う事」とは、「声にあわせて滑らかに portando la voce」を使用す

ることで達成出来ることが確かになった。「客観的に描き出す」とは、「絵」を見る作業であり、その先に

「登場人物を蘇らせる」という事が明らかになり、また演奏者として「絵」を描き出す方法を５項目提案

した。 

レーヴェのバラードは、様々なモティーフが顕在し、視覚的に、聴覚的に、心理的に、立体的に、演奏

者にまた聴衆に語り掛けてくるものなのである。演奏者は、語りの部分と登場人物の部分を即座に歌い分

けをしなければならないが、語りの時から、すでにレーヴェは登場人物のキャラクターをモティーフで描

写しているのである。演奏者は、登場人物に成りきろうとするのではなく、モティーフが持つ個々の意味、

レーヴェからのメッセージを理解し、反応し、演奏者自身の「絵」を立体的にすることで、自然と「登場

人物の蘇り」が実現し、物語を生き生きと「語る」ことが出来る。まさにレーヴェのバラードとは、モテ

ィーフが語っているのである。 

 

 

（総合審査結果の要旨） 

≪論文≫ 

『モティーフが語るカール・レーヴェのバラード－≪カール皇帝五世≫ Op.99を中心に－』 

この論文はレーヴェ（1796-1869）のバラードに見られるモティーフを分類し、さらにモティーフを踏

まえたうえの演奏に対する提言を行うものである。第１章でバラードの概念と500頁に及ぶ自叙伝を精査

してレーヴェの生涯について概観し、第２章で伝説を含むレーヴェのバラード全164曲を精査したうえで、

その中で特徴的に用いられているモティーフを豊富な例示と共に７項目に分類している。続く第３章で

は、レーヴェの長大なバラード≪カール皇帝五世≫に見られるモティーフ分析を行い、第４章では、その

分析を実際の演奏ではどのように活かして行けるのかについて提言を行っている。付録まで含めると 303

頁に及ぶ大変な労作である。第２章において、レーヴェが特徴的に用いているモティーフを彼のバラード

全曲を検討し、分類しようとする試みは成功している。さらに第４章は、ドイツ・ビーレフェルト歌劇場

の専属歌手でもある申請者の演奏者としての経験に根ざしており、特に説得力のある章となっている。ド

イツ語が母語でないからこそ言語化することを可能にしたと言える演奏者としての視点が多く盛り込ま

れており、丁寧で実践的な発音のアドヴァイス等は後に続く学生たちにとっても非常に価値があると考

えられる。またドイツ在住の利点を有効に活用し、多くの資料を集め原書に当たり、レーヴェ協会の学会

にも参加する等して最新の情報が数多く見られ新鮮である。（副査審査員であり国際カール・レーヴェ協

会名誉会員唯一の日本人である佐藤征一郎氏所見） 

ただ、密に分析しすぎて各章に同様の記述がみられ、章の連結がもう少し円滑であったらとの問題点は

残る。しかし、特に力強く感じるのは歌唱することによって引き出された正に演奏者だからこそ文章化で

きた研究論文であることだ。今後の研究者にとって大いに参考になる成果であり、高い評価に値する。  

 

 



    

 

≪演奏≫ 

2021年７月24日(土)14時開演。第６ホール。ピアノ/フォルテピアノ：森裕子。朗読：山本郁子。 

前半は≪オットー皇帝の降誕祭≫Op.121と≪石崖の上のグレゴール≫Op.38全５曲。レーヴェ自身が演

奏していた当時の音色の再現を求め、フォルテピアノ（1802年ブロードウッド社製にもとづく）と歌唱の

コラボレーションの実現を試みた。 

後半は論文執筆において核となった≪カール皇帝五世≫Op.99全４曲をグランドピアノにより演奏。レ

ーヴェ作品を音空間に具現化する工夫として、自ら作成した台本で朗読者を立て、９人の合唱を配置し、

モティーフの断片をピアノで奏し提示してから演奏に入る形をとった。これは論文で究めてきてことと

見事な一致を見せていた。 

バスバリトンの高音に特に磨きがかかりバス的低音からの広い音域に要求される発声と物語を彩る人

物像の表現、キャラクターの歌い分けの技術とどれをとっても今これだけの完成度でバラードを歌える

歌い手はいないと言って良い素晴らしい演奏であった。特筆すべきはピアニッシモからフォルテまでの

見事さであった。レーヴェの作品演奏に必要とされるドラマティックな表現と共にホール空間の奥行き

を隈なく立体的な物語の世界に充たした。次代を担う若いレーヴェ演奏家の誕生を祝福し、今後のレーヴ

ェ研究の熟成を期待する。 

以上８名の審査員での総合的審査の結果、博士学位授与に値する立派な研究成果であり、合格とした。 

 

 

 


